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愛
荘
町
の
西
玄
関
口
は
愛

知
川
駅
で
、
愛
知
川
の
中

心
地
で
あ
る
。
町
づ
く
り
を
考
え

る
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
ハ
コ
物
よ

り
先
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

町
の
総
合
計
画
に
位
置
づ
け
さ
れ

て
い
る
か
。

歩
道
か
ら
近
江
鉄
道
の
敷

地
ま
で
の
残
地
に
つ
い

て
、
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。近

江
鉄
道
が
、
鉄
道
経
営

を
同
社
単
独
で
維
持
す

る
こ
と
が
、
将
来
的
に
困
難
に
な

る
と
い
う
見
通
し
を
沿
線
の
自
治

体
に
伝
え
て
い
る
。
赤
字
が
続
い

こ
の
県
道
は
、
愛
荘
町
の

幹
線
道
路
で
あ
る
。
道
幅

の
大
変
狭
い
道
路
で
、
バ
ス
も
通

っ
て
お
り
、
登
下
校
の
通
学
道
路

で
あ
る
。
交
通
量
の
多
い
危
険
な

道
路
で
あ
る
た
め
、
歩
道
の
新
設

を
求
む
。

介
護
認
定
が
認
め
ら
れ
な

い
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

が
多
く
、
毎
日
不
安
を
抱
え
て
生

活
を
し
て
い
る
、
安
心
し
て
生
活

し
て
い
く
上
で
町
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
る
か
尋
ね
る
。

　

愛
知
川
駅
周
辺
道
路
の
拡
幅
や

歩
道
整
備
は
、
位
置
づ
け
さ
れ
て

い
る
が
、
駅
前
景
観
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
計
画
さ
れ
て
い
な
い
。

　

沿
線
５
市
５
町
と「
近
江
鉄
道

に
関
す
る
勉
強
会
」
を
開
催
し
情

報
共
有
を
し
て
い
る

　

本
町
に
と
っ
て
唯
一
の
鉄
道

で
、
住
民
の
生
活
に
関
わ
る
公
共

公
通
と
し
て
大
き
な
位
置
を
占
め

　

近
江
鉄
道
敷
地
ま
で
の
残
地
を

活
用
し
た
事
業
計
画
は
し
て
い
な

い
。

　

道
路
幅
員
が
狭
く
、
交
通
量
も

多
く
、
大
型
車
両（
バ
ス
）
が
通

行
す
る
た
め
、
す
れ
違
い
が
困
難

な
危
険
な
状
況
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
登
下
校
す
る
児
童
生
徒

の
安
全
確
保
の
た
め
、
歩
道
の
整

備
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
県
に
対
し
強
く
要
望

し
て
い
く
。

　
「
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
通
報

シ
ス
テ
ム
」
や「
食
事
の
配
達
」

な
ど
を
展
開
し
て
い
る
。
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化
を
図
り

な
が
ら
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を

含
め
た
、
高
齢
者
支
援
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

（
産
業
建
設
部
長
）

（
総
合
政
策
部
長
）

（
産
業
建
設
部
長
）

（
産
業
建
設
部
長
）

（
住
民
福
祉
部
長
）
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景
観
整
備
事
業
に
つ
い
て

慢
性
化
す
る
国
道
８
号
の

渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
に

は 近
江
鉄
道
の
見
通
し
に
つ
い
て

県
道
湖
東
愛
知
川
線
の
道

路
拡
幅
と
歩
道
の
整
備
事

業
に
つ
い
て

高
齢
者
が
安
心
し
て
元
気

に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
推

進
に
つ
い
て
町
の
対
策
を

問
う

国
道
８
号
は
一
日
約
二
万

台
が
通
る
国
土
の
幹
線
道

路
と
し
て
、
地
域
経
済
や
産
業
の

発
展
に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い

も
の
で
あ
る
。　

　
特
に
こ
の
国
道
８
号
は
、
災
害

時
な
ど
、
滋
賀
県
の
緊
急
時
輸
送

道
路
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
湖
東

地
域
や
愛
荘
町
に
と
っ
て
は
名
神

高
速
道
路
と
共
に
基
幹
道
路
と
し

て
重
要
性
を
増
す
こ
と
と
な
り
、

災
害
に
強
い
県
土
構
造
の
実
現
が

不
可
欠
で
あ
る
。

　
当
町
で
は
、
御
幸
橋
を
先
頭
に

慢
性
的
な
渋
滞
が
発
生
し
、
地
域

の
産
業
復
興
や
生
活
道
路
と
し
て

も
重
大
な
影
響
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
早
期
の
整
備
が
必
要
と
考
え

る
。

　
全
国
的
に
み
て
滋
賀
県
は
道
路

整
備
が
非
常
に
遅
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
が
、
慢
性
的
な
渋
滞
を

解
消
す
る
た
め
の
今
後
の
町
長
の

考
え
に
つ
い
て
問
う
。

イ
ン
フ
ラ
対
策
を
行
う
に

は
、
財
源
の
確
保
が
重

要
で
あ
る
と
思
う
が
町
長
の
考
え

は
。

　

昨
今
の
物
流
の
増
加
に
伴
い
交

通
量
が
増
し
、
国
道
８
号
の
朝
夕

の
慢
性
的
な
渋
滞
と
そ
の
影
響
か

　

国
道
８
号
バ
イ
パ
ス
整
備
に
つ

い
て
は
、
交
通
混
雑
の
緩
和
な
ど

を
目
的
と
し
て
、
平
成
27
年
度
よ

り
道
路
調
査
に
着
手
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
来
年
度
以
降
の
道
路

整
備
予
算
に
つ
い
て
も
、
早
期
に

対
応
方
針
を
決
定
さ
れ
、
物
流
機

能
強
化
を
含
め
た
バ
イ
パ
ス
の
概

略
ル
ー
ト
選
定
と
構
造
検
討
等
を

進
め
て
い
た
だ
き
、
政
府
予
算
に

お
い
て
所
要
額
を
確
保
さ
れ
る
よ

う
国
に
対
し
て
県
や
近
隣
市
町
と

連
携
し
な
が
ら
強
く
要
望
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
町
長
）

（
町
長
）
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森野　 隆 議員

景観整備事業が町総合計画に
位置づけているか

Q

愛知川駅前景観整備に
ついて

道路の拡幅や歩道整備は位置づけるA 村田　 定 議員

国道８号バイパス整備についてQ

国道８号の渋滞問題

国に対して強く要望していくA

て
い
る
上
に
設
備
の
老
朽
化
で
維

持
コ
ス
ト
が
増
す
た
め
で
、
沿
線

５
市
５
町
で
存
続
に
向
け
た
協
議

の
呼
び
か
け
を
し
て
き
た
。
住
民

の
交
通
手
段
と
し
て
、
通
学
駅
と

し
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
。
町
は

将
来
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

て
お
り
、
存
続
は
必
須
と
考
え
て

い
る
。
沿
線
市
町
と
共
に
協
議
し

て
い
く
。

ら
生
活
道
路
へ
通
過
車
両
が
進
入

し
て
い
る
た
め
、
居
住
者
や
通
学

児
童
の
安
全
性
の
確
保
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
渋
滞
を
緩
和
さ
せ
る
対

策
と
し
て
、
現
在
滋
賀
県
で
は
、

県
道
神
郷
彦
根
線
、
県
道
湖
東
彦

根
線（
愛
知
川
右
岸
道
路
）
の
道

路
改
良
事
業
を
進
め
て
い
る
。
特

に
県
道
神
郷
彦
根
線
に
つ
い
て

は
、
愛
荘
町
と
東
近
江
市
を
繋
ぐ

幹
線
道
路
と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
２
０
２
４
年
に
開
催
さ

れ
る
滋
賀
国
体
を
見
据
え
た
湖
東

地
域
の
渋
滞
緩
和
に
効
果
が
あ
る

と
期
待
し
て
い
る
。

　

町
内
の
様
々
な
道
路
で
朝
夕
に

見
ら
れ
る
渋
滞
は
、
明
ら
か
に
町

の
活
力
を
奪
っ
て
お
り
、
道
路
渋

滞
の
緩
和
と
通
学
路
の
安
全
を
主

眼
に
お
き
つ
つ
、
未
来
の
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
様
々
な
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
が
重
点
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、国
や
県
と
連
携
し
て
、

住
民
の
皆
様
や
事
業
所
と
一
体
と

な
っ
て
、
本
事
業
の
整
備
推
進
に

向
け
て
一
層
力
を
入
れ
て
進
め
て

い
く
。

慢性化する国道８号の渋滞

近江鉄道 愛知川駅


